
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 
 
 
 

 

あなたのまちでも取り組みませんか！ 

大規模地震に備え、地域の防災意識を高め、住宅の耐震化を進める 

ための取り組みの費用を最大 10 万円まで助成します。 

対 象 

事 業 

□ 耐震化おすすめ作戦【必須】 

木造住宅無料耐震診断の申込みなどの耐震化支援 

制度を勧める戸別訪問 

地域役員、防災ボランティア、建築士等のグループで 

地域を回って、耐震診断等のお勧めを行います。 

□ 学習会・講習会（地震・防災関係）の開催 

専門家による地震対策等についての講演 

防災ボランティアによる被災地活動の体験談 など 

□ その他多彩な取り組み 

防災マップづくり、耐震改修相談会、家具固定の啓発等 

地域独自の取り組みも対象とすることができます。 

 

対 象 

団 体  

地域団体 

学区、町内会、商店街など 

助 成 

内 容  

チラシ印刷費、講師への謝礼など 

１地区最大で１０万円まで 

耐震化おすすめ作戦 

防災学習会 

専門家による講習

申 請 

手 順  

名 古 屋 市 住 宅 都 市 局 耐 震 化 支 援 課 

TEL: ０５２（９７２）２９２１ Fax: ０５２（９７２）４１７９ 

Emai l  a2921＠jutakutoshi .c ity .nagoya . lg . jp 

 

【お問合せ先】 

ま ず は お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い ！ 
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耐震化おすすめ作戦の手順（例） 

地域役員 

耐震状況の聞き取り 

耐震化支援制度の説明 
訪問目的の説明 耐震対策に関する助言 

全員 

木造住宅無料耐震診断

の申込みなど耐震化支

援制度を勧める 

建築士 市職員 

耐震化支援制度（一例） 

※一回当たり 2 時間程度。15～20 件程度訪問していただきます。 

 

訪問時 

木造住宅耐震改修助成             （補助対象には要件があります）  

耐震改修工事費用の一部を助成します。 

一般世帯 

・一般世帯： 設置費の 1/2 以内 最大 30 万円/戸 
・非課税世帯： 設置費の 3/4 以内 最大 45 万円/戸 

耐震シェルター・防災ベッド設置助成       （補助対象には要件があります） 

木造住宅無料耐震診断 

名古屋市が指定した耐震診断員が、耐震診断を行います。 

対象 
・木造住宅（2×4、プレハブ等は除く） 
・昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工 
・2 階建て以下 

〇まずは自分の家の耐震性を知って地震に備えましょう。 

〇耐震性が低い場合は 

助成額 

助成額 

 
無料 

非課税世帯 
 補助 

最大 115 万円/戸 最大165万円/戸 
（工事費の 4/5 以内の金額といずれか低い金額が補助対象になります。） 

〇ご自宅のブロック塀を撤去したい場合は 

ブロック塀等撤去助成       （道路に面する高さ 1ｍ以上のブロック塀などが対象） 

助成額 
・撤去費用の 1/2 以内 
・長さ 1 メートルあたり 6,000 円    いずれか低い金額が補助対象  
・10 万円  

戸建木造住宅除却助成             （補助対象には要件があります） 

除却費用の一部を助成します。 

助成額 
補助 最大 20 万円/戸 

（工事費の１/3 以内、延べ面積×9,600 円/㎡×1/3 以内といずれか低い金額が補助対象） 

その他の耐震化支援制度等もございますので、お気軽にご相談ください。 


